
高齢者向け小型歯周病レーザー治療器の開発

歯科保存学講座 歯周病学

両角 俊哉 MMOROZUMI, Toshiya 准教授 博士（歯学）

歯周病と全身疾患の関連を解明する研究に取り組んでいます。歯周病の治
療時には、歯周組織から細菌が血管内に侵入し、高頻度で一過性の菌血症
が起きています。また、重度のケースではブラッシングだけでも発生することがあり
ます。高齢者における口腔ケアの重要性が高じる中、高齢者施設や在宅介護
の現場において手軽に利用できるハンディタイプの歯周病治療機器類の開発が
待たれています。

・小型歯周病レーザー治療器 高齢者における安全かつ有効な低侵襲治療法
の確立を目指し、産学連携で臨床研究を進展さ
せたい。

研究の内容・特徴・独自性
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社会実装の可能性 アピールポイント

本研究に関する知的財産

高齢者の歯周病患者における安全かつ有効な治療方法と関連機器類の開発を目指しています。
Er: YAGレーザーを用いた歯石除去は、歯周組織のダメージを低減し、菌血症の発生を回避できるため、
低侵襲な有効な治療法の１つと考えられます。操作性や経済性に優れたオリジナルなハンディタイプの歯
周病治療機器の実用化に向けた研究開発に取り組んでいます。
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